
ゲンジボタルの保全活動か
ら環境問題を考える活動

高岡市立中田中学校
発表 科学部



国土地理院電子国土Ｗｅｂを利用



自然豊かな庄川のほとり、高岡市中田地区に位置する中学校です。
中庭には、郷里(ふるさと)の泉
(学校ビオトープ)があり、
県の天然記念物に指定されている
ゲンジボタル、トミヨ、アシツキが
生息しています。

学校ホームページより



湧水帯にあり、昔からきれいな水で知られている。

きれいな水に住むゲンジボタル

がたくさん見られることで有名

科学部を中心に、

ゲンジボタルの研究、飼育保全活動

に取り組んできた。

昭和51年1月 日本学生科学賞 内閣総理大臣賞

平成16年6月 全国ホタル研究大会 発表



内部の様子



水中ポンプをつけたりして、カ
ワニナに良い環境を調べて
います。



ゲンジボタルの一生
６月 成虫 ２週間ほどで交尾、産

卵の後死ぬ。
７月 ふ化 １ｍｍほどの幼虫（１令

幼虫）が生まれる。
８月～翌年４月 幼虫成長

（１令１ｍｍ→６令30ｍｍ）
翌年５月 さなぎ 幼虫が上陸し、

土の中でさなぎになる。
翌年６月 羽化 成虫になり飛び回る。

活動の
スケジュール



今までの保全活動

幼虫を育て、放流しました。
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全員ホタル飼育体験

ホタルガイドツアー

ホタルサポーターズ活動

外部講師による独自研修会活動

地域諸団体との連携活動

郷里の泉でのホタル復活活動



全員ホタル飼育体験

平成３０年度
２年生の活動



全員ホタル飼育体験

生徒感想例



全員ホタル飼育体験



全員ホタル飼育体験



写真は、
平成２９年度
２年生の活動

全員ホタル飼育体験



とやま環境賞 ジュニア活動賞受賞
全員ホタル飼育体験

富山テレビ放送制作・放映

受賞は、平成２９年度２年生の活動



ホタルガイドツアー

6月 3日（日） 午後7時30分～ 中田中学校 新開川



6月16日（土） 午後7時30分～ 中田中学校 新開川

ホタルガイドツアー



6月16日（土） 午後7時30分～ 中田中学校 新開川

ホタルガイドツアー

写真は、中田地区記念物保存会
顧問 水上哲夫 様
副会長 柳清義光 様



6月16日（土） 午後7時30分～ 中田中学校 新開川

ホタルガイドツアー



ホタルサポーターズの結成

平成２９年度

中田中ホタル

サポーターズ募集
ゲンジボタルの保護に協力してくれ
る人を募集しています。月に１度で
も、部活動で忙しい人は朝や昼休
みだけでも良いので、飼育・保護に
協力できる人は、応募してください。



ホタルサポーターズの活動



ホタルサポーターズの活動

観察マニュアルの作成・配布
マニュアルの作成には、

公益財団法人 中谷医工計測技術振興財団

平成30年度 科学教育振興助成費

を活用させていただきました。



ホタルサポーターズの活動

資料提供・協力

中田地区記念物保存会

滝ホタル保存会

郷里の泉の会

中田地区北部

ホタル生息状況

国土地理院電子国土
Ｗｅｂを利用



ホタルサポーターズの活動

中田地区南部

ホタル生息状況

資料提供・協力

中田地区記念物保存会

滝ホタル保存会

郷里の泉の会

国土地理院電子国土
Ｗｅｂを利用



外部講師による独自研修活動

「生き物の力で、光を出してみよう」
富山大学工学部 菅野 憲 先生

水上哲夫 先生

齊藤和夫 先生



中田中学校は
豊かな自然の中で、
中田地区記念物保存会、
反保島集落環境保全推進協議会、
滝ホタル保存会などの地域諸団体と
協力しながら活動を行っています。

地域諸団体との連携活動



地域諸団体との連携活動

ホタルの住む川の環境調査
反保島集落環境保全推進協議会主催



ホタルを調査しよう

ホタル生息一斉調査 6月9日（土） 午後8時～9時
※ 雨天の場合は、１１日に実施してください。
※ 都合のつかない方は、
前後２～３日の間で観察してください。

そのほか、発生状況の地図を参考に、各自で観
察・調査を行っても楽しいと思います。そのときに
は、このあとの注意をしっかり守ってください。

地域諸団体との連携活動

中田地区記念物保存会主催



ＰＴＡ会員(教職員を含む)や地域住民が協力して、全員無報酬で池造りに
取り組み平成７年に竣工した。

アシツキ トミヨ

郷里の泉(学校ビオトープ)でのホタル復活活動
ふる さと

カワセミ



ふる さと

郷里の泉(学校ビオトープ)でのホタル復活活動
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